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科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
と
Ｊ
Ｓ
Ｔ
主
催

の
国
際
青
少
年
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
事
業
「
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
」
に
参
加
し
た

若
者
が
構
成
す
る
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ

（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
」
は
、
２
０
１
９
年
３
月
以
来
４
年
ぶ

り
の
実
開
催
と
な
る
第
３
回
「
Ｓ
Ｓ
Ｃ
ベ
ト
ナ
ム
同

窓
会
」
を
５
月
27
日
に
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
で

開
催
し
た
。

同
窓
会
の
テ
ー
マ
は
〝F

uture	U
s	-	M

otiva
tion	and	D

evelopm
ent

〞
。
ベ
ト
ナ
ム
国
内
か
ら

総
勢
77
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

◇

ベ
ト
ナ
ム
同
窓
会
幹
事
長
の
ラ
ム
・
ク
オ
ッ
ク
・

ヒ
エ
ッ
プ
氏
お
よ
び
、
伊
藤
宗
太
郎
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
本
部
副
本
部
長
の
挨
拶
に
続

き
、
日
越
友
好
議
員
連
盟
の
武
部
新
衆
議
院
議
員
か

ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
神
谷
直
子
在
ベ
ト
ナ
ム

日
本
大
使
館
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
来
賓
挨
拶

が
あ
っ
た
。
日
越
外
交
関
係
樹
立
50
周
年
の
節
目
に
、

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
両
国
の
さ
ら
な
る
関
係
強
化
に
向

け
て
の
全
面
的
協
力
や
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
の
発
展
、
同
窓

生
の
今
後
を
期
待
す
る
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
古
田
元
夫
日
越
大
学
長
か
ら
は
、

「
日
本
の
大
学
・
企
業
と
の
友
好
関
係
を
担
う
ベ
ト

ナ
ム
の
若
い
人
材
を
育
成
し
た
い
」
と
、
理
念
の
感

じ
ら
れ
る
話
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
ま
で
に
１
０

４
年
ぶ
り
に
現
地
（
ハ
ノ
イ
）
開
催

Ｊ
Ｓ
Ｔ
、さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ「
ベ
ト
ナ
ム
同
窓
会
」

０
人
を
超
え
る
ベ
ト
ナ
ム
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る

大
阪
大
学
の
学
校
紹
介
を
、
勝
又
美
穂
子
在
ベ
ト
ナ

ム
大
阪
大
学
接
合
科
学
研
究
所
准
教
授
が
行
っ
た
。

大
阪
大
学
で
の
学
業
、
寮
生
活
、
地
域
環
境
等
の
話

や
、
日
本
で
の
生
活
費
の
説
明
も
あ
り
、
同
窓
生
の

興
味
を
引
い
た
。

同
窓
生
の
再
来
日
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
、
日
本

学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
ベ
ト
ナ
ム
事
務
所

の
ヴ
・
ミ
ン
・
ハ
イ
ン
氏
か
ら
、
日
本
留
学
に
関
し

て
の
情
報
提
供
（
各
種
奨
学
金
、
日
本
留
学
試
験
概

要
や
訪
日
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
の
実
績
・
動
向
等
）
が

行
わ
れ
た
。

共
有
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
幹
事
団
の
進
行
で
、
参

加
者
が
携
帯
ア
プ
リ
を
使
っ
て
日
本
や
Ｓ
Ｓ
Ｐ
に
関

す
る
ク
イ
ズ
を
行
い
、
上
位
５
名
に
景
品
が
贈
ら
れ

た
。
ま
た
、
日
本
へ
の
来
日
時
に
撮
っ
た
思
い
出
の

写
真
を
同
窓
会
前
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
５
点
を
選
び
賞
状
及
び
記
念

品
を
伊
藤
副
本
部
長
か
ら
授
与
し
た
。

そ
の
後
、
以
前
Ｊ
Ｓ
Ｔ
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
推
進
本
部
に
所
属
し
、
現
在
は
ハ
ノ
イ
在
住

の
フ
ァ
ム
・
テ
ィ
・
ヌ
氏
よ
り
、
日
本
で
の
経
験
談

が
同
窓
生
に
共
有
さ
れ
た
。

ヒ
エ
ッ
プ
同
窓
会
幹
事
長
と
ブ
イ
・
ナ
ム
氏
、
マ

イ
・
グ
ァ
ン
・
ジ
ャ
ン
氏
の
対
談
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
を

通
し
て
得
た
学
び
が
共
有
さ
れ
、
日
本
へ
の
思
い
や
、

各
々
の
再
来
日
希
望
、
日
越
両
国
の
更
な
る
友
好
関

係
を
期
待
す
る
発
言
が
あ
っ

た
。交

流
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

同
時
期
に
来
日
し
た
仲
間
、

今
回
初
め
て
会
う
同
窓
生
、

在
ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
や
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
担
当
者
と
自
由
に

交
流
す
る
場
面
が
多
く
見
ら

れ
た
。

参
加
し
た　
　
　
　
　

同
窓
生
の
コ
メ
ン
ト

参
加
し
た
同
窓
生
か
ら
は
、

「
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
、

長
旅
で
ハ
ノ
イ
ま
で
来
た
甲

斐
が
あ
っ
た
」
「
様
々
な

方
々
の
話
を
聞
け
て
と
て
も

た
め
に
な
っ
た
」
「
ま
た
日

本
に
行
っ
て
勉
強
し
た
い
と

強
く
感
じ
た
」
「
我
々
が
経

験
し
た
こ
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
を
若
い

世
代
の
学
生
達
に
も
経
験
さ

せ
た
い
」
「
日
本
留
学
に
つ

い
て
の
詳
細
な
情
報
を
得
た

の
で
、
す
ぐ
に
検
討
し
た

い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
た
。

同窓会幹事団と来賓による記念撮影

ＳＳＣベトナム同窓会会場（ベトナム・ハノイ）




